

































































































































段階（差異点） Ｓ０ Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３ Ｓ４
　到達した人数 0 26 22 22 8
段階（共通点） Ｋ０ Ｋ１ Ｋ２ Ｋ３ Ｋ４






































段階（差異点） Ｓ０ Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３ Ｓ４
　到達した人数 0 26 23 23 17
段階（共通点） Ｋ０ Ｋ１ Ｋ２ Ｋ３ Ｋ４
　到達した人数 2 24 24 15 13
表３　実践２の児童の記述における各段階に到達した人数（n=26）
段階（差異点） Ｓ０ Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３ Ｓ４
　到達した人数 0 26 24 22 20
段階（共通点） Ｋ０ Ｋ１ Ｋ２ Ｋ３ Ｋ４






































段階（差異点） Ｓ０ Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３ Ｓ４
　到達した人数 0 26 24 20 20
段階（共通点） Ｋ０ Ｋ１ Ｋ２ Ｋ３ Ｋ４
　到達した人数 0 26 26 22 22
表５　事後調査問題の児童の記述における各段階に到達した人数（n=26）
段階（差異点） Ｓ０ Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３ Ｓ４
　到達した人数 0 26 23 23 19
段階（共通点） Ｋ０ Ｋ１ Ｋ２ Ｋ３ Ｋ４



















































①事前調査 8 18 9 17
②実践１ 17 9 p < .05 13 13 n.s.
③実践２ 20 6 p < .01 22 4 p < .01
④実践３ 20 6 p < .01 22 4 p < .01
⑤事後調査 19 7 p < .01 17 9 .05 < p < .10
註）χ2検定はdf =１である。
